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福島県特別支援教育センター 

 知的障がいのある児童生徒の学習上の特性を踏まえ

た教育的対応を意識して、学校全体、学級の授業やか

かわりを見直してみませんか？ヒントになりますよ。 

 

 

 

 

 

 教育的対応の基本 チェック 

① 
児童生徒の知的障がいの状態、生活年齢、学習状況や経験等を考慮して教育的

ニーズを的確に捉え、育成を目指す資質・能力を明確にし、指導目標を設定する

とともに、指導内容のより一層の具体化を図る。 

 

② 
望ましい社会参加を目指し、日常生活や社会生活に生きて働く知識及び技能、

習慣や学びに向かう力が身に付くよう指導する。 
 

③ 
職業教育を重視し、将来の職業生活に必要な基礎的な知識や技能、態度及び人

間性等が育つよう指導する。その際に、多様な進路や将来の生活について関わり

のある指導内容を組織する。 

 

④ 
生活の課題に沿った多様な生活経験を通して、日々の生活の質が高まるよう指

導するとともに、よりよく生活を工夫していこうとする意欲が育つよう指導する。 
 

⑤ 
自発的な活動を大切にし、主体的な活動を促すようにしながら、課題を解決し

ようとする思考力、判断力、表現力等を育むよう指導する。 

 

⑥ 
児童生徒が、自ら見通しをもって主体的に行動できるよう、日課や学習環境な

どを分かりやすくし、規則的でまとまりのある学校生活が送れるようにする。 

 

⑦ 
生活に結びついた具体的な活動を学習活動の中心に据え、実際的な状況下で指

導するとともに、できる限り児童生徒の成功経験を豊富にする。 

 

⑧ 
児童生徒の興味や関心、得意な面に着目し、教材・教具、補助用具やジグ等を

工夫するとともに、目的が達成しやすいように、段階的な指導を行うなどして、

児童生徒の学習活動への意欲が育つよう指導する。 

 

⑨ 
児童生徒一人一人が集団において役割が得られるよう工夫し、その活動を遂行

できるようにするとともに、活動後には充実感や達成感、自己肯定感が得られる

ように指導する。 

 

⑩ 
児童生徒一人一人の発達の側面に着目し、意欲や意思、情緒の不安定さなどの

課題に応じるとともに、児童生徒の生活年齢に即した指導を徹底する。 
 

『自分でやってみよう！意識して取り組んでいこう！』と思うこと 

☆知的障がいのある児童生徒の学習上の特性を踏まえた 

教育的対応の基本 

子どもの特性を踏まえた指導が、日々の学校生活の充実につながります！ 

参考：文部科学省（平成 30 年３月）「特別支援学校学習指導要領解説各教科等編（小学部・中学部）」 
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